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子 年の今年もあと1週間となりました。 

「子」は象形文字で、子どもが手を挙げている形にかたどり、おさなご、ひいて、若

者の意を表します。（角川書店『新字源』より）十二支の第一位に用いられている

ことからも、物事の始まり、芽吹きのイメージがあります。75回生のみなさんにとっ

て今年は、高校入試に始まり、新しい仲間と出会い、学習活動や部活動など様々

な分野で個性を発揮した、とても充実した1年だったと思います。コロナウィルス感

染症の拡大が止まらず不安な冬休みを迎えますが、一方でこの時期は気の緩み

から不規則な生活を送りがちです。この機会に自分を見つめ直し、来年は今年よ

りもさらに深い豊かな個性が発揮できるよう、しっかりとした生活を送ってほしいと

思います。 

  学習面においては、休業明けに課題考査（8日・英語／数学／国語）があり、1

月23日（土）には模擬試験が予定されています。与えられた課題をこなすだけで

はなく、自分の弱点克服のために、目標を定め、こつこつと取り組んでほしいと思

います。 

ハイライト :  

 

明日は終業式、２

学期の通知表が

手渡されます。中

間考査や期末考

査の成績が重要

なのはもちろんで

すが、長い目で見

たときに、とても重

要なのが日々の取

り組みです。小テ

ストや週末課題へ

の取り組み方が将

来の自分を支える

ことにつながりま

す。 

 繁れ 叡智の枝 

第 1学年  第 7号  

２ 学期小テス ト （ 国語 ・英語 ）成績優秀者表彰  

期末考査までに英語9回、国語１2回の小テストを実施しました。各教科トップ３は以

下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

２４日（木）学年集会で各教科トップ１０の表彰をしました。１年生の小テストもあと数

回となりました。少しでも向上できるよう頑張っていきましょう。 

 英語（英単） 国語（漢字） 

１位 足立 有紀  （４組） 塚本 すみれ（４組） 

２位 塚本 すみれ（４組） 荒木 陽翔  （２組） 

３位 伊賀 優月  （４組） 野垣 梓美  （４組） 

令和 ２年度  税の作文  

本年度税の作文で、塚本すみれさん（4組）が「緑の下の力持

ち」と題した作品で丹波地区租税教育推進協議会賞を受賞し

ました。 本校の代表作品は塚本さんを含む以下の7名です。 

岡本航己（1組）・飯田祐介（2組）・松永詩恩（2組） 

長谷川ほのか（3組）・生島佳祐（4組）・野垣梓美（4組） 



今後の予定  

日時 予定 備考 

１月７日（木） 始業式・大掃除・ＬＨＲ 課題提出 

８日（金） 課題考査（①英語②数学③国語）④⑤⑥授業 課題提出 

１２日（火） 以降通常授業  

１３日（水） ⑤⑥地域探究  

１６日～１７日 大学入学共通テスト 第１日程（３年）  

１８日（月） キャンパスカウンセリング  

２０日（水） ⑥ＬＨＲ（かるた大会クラス予選）  

２３日（土） 進研模試（１年１月）８：３０～１４：００  

読書感想文コンクール表彰 

ホームページもご覧ください 
https://www.hyogo-c.ed.jp/weblog2/homei-hs/ 

篠山鳳鳴高校ＨＰアクセス用ＱＲコード 

保護者の皆様へ  

今年も余すところわずかとなりました。

新型コロナウィルスの感染が拡大する

中、世界全体がこれまでの生活スタイ

ルの変革を余儀なくされ、未知のウィ

ルスとの戦いには依然として終わりが

見えない状況にあります。学校も例外

ではなく、３密を避け、マスクと手洗い・

消毒を徹底する毎日が続いています。

しかしそれは一方では生徒たちのたくま

しさをひしひしと実感する毎日でもあり

ます。小テストやボキャブラリーコンテ

ストはもちろんのこと、読書感想文や税

の作文での表彰、「ユネスコ高校生サ

ミット」への参加など校内外での活躍が

目立つようになってきており、非常に頼

もしく感じられます。来年のさらなる飛

躍を期待しています。暗いニュースの

多いこの頃ですが、どうかよい年をお迎

えください。なお、年末年始を始めとし

た休日における新型コロナウィルス感

染症に関する緊急連絡については、お

子様を通じてプリント案内させていただ

いておりますので、ご確認ください。 

夏季休業中課題の読書感想文について、校内コンクールの結果、以下の１０名が入賞しました。入賞作はい

ずれも読んだ作品に対する深い感動や思索が伝わってくる素晴らしい内容でした。 

  優秀賞  竹鼻 葵（４組）・塚本 すみれ（４組） 

  佳  作  磯貝 咲良（１組）・大路 翼（１組）・堂本 翔太（２組）・德田 武士（２組）・本橋 久瑠実（２組） 

          稲井 達彦（３組）・大西 柚葉（３組）・近藤 千佳（４組） 

校内コンクールの結果を受け、竹鼻葵さん・塚本すみれさんの２名が丹有支部審査に進みました。 

  読書感想文コンクール丹有高校支部審査結果  優良賞 塚本すみれ  「『半分』の存在」 

〈校内コンクール入賞者の読んだ作品〉 
・『友だち幻想』（菅野仁）・『ちょっと今から仕事やめてくる』（北川恵海）・『ツキノワグマ』（宮崎学） 

・『あと少し、もう少し』（瀬尾まいこ）・『学校に行かなければ死なずにすんだ子ども』（石坂啓） 

・『君の膵臓をたべたい』（住井よる）・『廉太郎ノオト』（谷津矢車） 

・『夏の騎士』（百田尚樹）・『世界から猫が消えたなら』（川村元気） 

・『キャパとゲルダ ふたりの戦場カメラマン』（マーク・アロンソン＆マリナブドーズ） 

第１回 ボキャブラリーコンテスト 

１１月１８日（水）に第１回ボキャブラリーコンテスト

（ボキャコン）を行いました。「DataBase3000」

から３００問が出題され、得点を競いました。 

 最高得点は足立有紀（４組）君の２８８点（正解

率９６％）でした。校長を始めとして先生方に協力

をいただき、上位３３名には賞品が贈られました。 

なお、３学期には「助動詞コンテスト」（ジョドコン）

を計画しています。 

進路講演会 

１１月１１日（水）６限に、キャリアデザインについての進

路講演会を実施しました。「社会人1年目が考える 高校

時代にすべき3つのこと」というテーマで、水戸岡真治氏

（株式会社マイナビ）にお話をしていただきました。キャリ

アデザインについて、生徒一人ひとりの考えを深め、イ

メージを膨らませる契機となりました。 

  冬休みにはＦＲＯＭＰＡＧＥの「夢ナビプログラム」講義

シートに取り組むことになっています。 


